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医
史
学
的
に
は
、
ク
ッ
パ
ー
が
銀
染
色
し
て
観
察
し
た
類
洞
内
外
の

食
細
胞
に
つ
い
て
、
何
時
の
間
に
か
内
外
を
交
換
し
た
記
載
ミ
ス
は
面

白
い
が
、
日
本
人
の
新
発
見
は
五
○
年
の
後
で
も
命
名
権
に
ク
レ
ー
ム

が
つ
く
こ
と
は
大
き
な
問
題
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
用
語
索
引
が
つ

い
て
大
変
便
利
。

（
中
西
淳
朗
）

〔
Ｋ
Ｋ
岩
波
書
店
、
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
五
、
電
話
○
三

Ｉ
五
二
一
○
’
四
○
五
四
、
二
○
○
四
年
三
月
、
本
文
二
三
七
頁
、
本

体
一
○
○
○
円
〕

「
日
藺
交
流
史
そ
の
人
・
物
・
情
報
』

平
成
一
二
年
は
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
が
臼
杵
に
漂
着
し
て
か
ら

「
日
藺
交
流
四
○
○
年
」
に
当
た
る
年
で
あ
っ
た
。
本
書
の
編
者
片
桐
一

男
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
際
し
て
、
日
藺
学
会
の
「
日

蘭
交
流
四
○
○
年
の
歴
史
と
展
望
」
を
除
き
、
日
蘭
交
流
の
歴
史
を
概

観
す
る
よ
う
な
書
籍
の
刊
行
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

も
っ
と
も
平
成
一
二
年
一
○
月
二
一
’
二
三
、
東
京
大
学
山
上
会
館
で

開
か
れ
た
洋
学
史
学
会
主
樅
の
Ｈ
剛
交
流
四
○
○
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
江
戸
時
代
の
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
」
は
、
配
布
抄
録
集
こ
そ
七
○
頁

に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
内
容
は
質
の
高
い
報
告
が
日
蘭
双
方
の
二
五
名

の
研
究
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
平
成
一
三
年
三
月
フ
ル
ペ
ー

ｅ
１

ｌ
‐
１１

１
１

卓
■
８
▽
』
．
Ｂ
Ⅷ
川

一
リ
糺

パ
ー
の
日
本
語
版
一
九
二
頁
が
出
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
五
○
九
頁
の
本
文
と
、
付
録
と
し
て
年
表
、
日
閲
交
流
史
関

係
文
献
一
覧
、
あ
と
が
き
、
各
論
文
の
抄
録
及
び
序
の
英
文
、
目
次
の

英
文
五
四
頁
を
含
む
堂
々
た
る
大
冊
で
あ
る
。
本
吉
刊
行
の
目
的
は
、

日
間
交
流
史
研
究
上
の
最
新
重
要
基
本
文
献
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
書
を
通
覧
す
れ
ば
、
正
に
そ
れ
が
実
感
さ
れ
る
。
即
ち
二
四
人
の

気
鋭
の
研
究
者
が
、
そ
の
蕊
蓄
を
傾
け
て
書
き
上
げ
た
力
作
揃
い
で
あ

り
、
こ
れ
ら
諸
論
文
は
編
集
者
に
よ
っ
て
１
．
人
の
交
流
と
蘭
学
、

Ⅲ
．
書
物
と
人
、
Ⅲ
・
欧
文
資
料
・
画
像
資
料
、
Ⅳ
近
世
の
長
崎
貿

易
、
Ｖ
・
情
報
活
動
、
Ⅵ
・
洋
学
の
近
代
の
六
章
に
分
類
・
整
理
さ

れ
、
こ
れ
ら
を
束
ね
る
言
葉
と
し
て
、
表
題
の
刑
迦
で
あ
る
「
人
・
物
．

怖
報
」
が
登
場
す
る
訳
で
あ
る
。

特
に
評
者
が
共
感
を
も
っ
た
の
は
、
俗
に
多
用
さ
れ
る
言
葉
「
ヒ
ト
．

カ
ネ
・
モ
ノ
」
の
金
の
代
わ
り
に
、
情
報
と
い
う
語
を
も
っ
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
Ⅲ
学
は
、
鎖
国
時
代
と
い
う
与
え

ら
れ
た
条
件
に
あ
っ
て
、
今
い
う
所
の
海
外
情
報
の
収
集
と
い
う
宿
命

的
性
格
を
負
わ
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
最
近
注
目
さ
れ
て
研
究
さ
れ
、

本
書
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
風
説
害
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
れ

を
い
み
じ
く
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
書
の
執
筆
者
は
殆
ど
片
桐
会
長
主
宰
す
る
洋
学
史
研
究
会
会
員
で

あ
り
、
一
九
八
三
年
発
足
の
同
会
創
立
二
○
周
年
事
業
と
し
て
企
画
さ

れ
、
ま
た
本
書
の
刊
行
は
結
果
的
に
片
杣
教
授
の
青
山
学
院
大
学
定
年

退
職
記
念
論
文
集
に
も
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
順
序
と
し
て
は
内
容
ｌ
各
論
文
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
と
い
う
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校
長
を
勤
め
た
大
江
雲
沢
（
一
八
二
二
’
九
九
）
は
子
孫
に
よ
り
系

譜
も
最
近
明
ら
か
と
な
り
、
彼
が
華
岡
青
洲
の
没
後
、
一
八
四
一
年
青

洲
の
実
弟
で
嗣
子
と
な
っ
た
華
岡
鹿
城
に
入
門
、
大
坂
の
合
水
堂
で
花

岡
流
外
科
を
学
ん
だ
。
雲
沢
の
遺
訓
「
医
は
仁
な
ら
ず
の
術
、
〔
故
に
〕

努
め
て
仁
を
な
さ
ん
と
欲
す
」
は
、
巾
津
医
学
校
の
基
本
方
針
と
な
っ

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
多
岐
に
わ
た
り
、
高
度
の
専

門
性
を
必
要
と
す
る
の
で
、
評
者
に
は
不
適
で
あ
る
。
最
適
任
で
あ
る

片
桐
氏
は
序
の
中
で
全
論
文
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ

で
も
中
に
は
一
行
足
ら
ず
の
も
の
も
あ
る
よ
う
で
、
満
遍
な
く
行
う
こ

と
は
至
難
の
業
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
評
者
は
本
書
で
唯
一
の
医
学
史
関
係
の
論
文
で
あ
る
川
嶌
眞

人
氏
の
「
中
津
医
学
校
と
中
津
藩
蘭
学
」
を
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
は
川

嶌
氏
が
生
ま
れ
育
っ
た
大
分
県
中
津
市
へ
の
郷
土
愛
に
根
ざ
す
も
の
を

感
じ
さ
せ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

中
津
医
学
校
に
つ
い
て
は
不
明
な
所
が
多
い
。
本
論
文
で
著
者
は
、

広
池
千
九
郎
の
『
中
津
歴
史
』
に
基
づ
き
、
小
倉
県
が
明
治
四
年
十
二

月
大
江
雲
沢
ら
四
人
を
医
学
校
取
立
方
に
任
じ
て
医
学
校
及
び
病
院
を

片
端
町
に
開
設
し
、
大
江
春
水
を
教
頭
、
藤
野
玄
洋
を
病
院
長
と
し
た

と
述
べ
て
い
る
。
中
津
医
学
校
の
実
在
を
示
す
教
科
書
が
中
津
市
歴
史

民
族
資
料
館
に
あ
る
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
生
徒
数
な
ど
の
資
料
は
ま

だ
み
つ
か
っ
て
な
い
よ
う
で
、
こ
れ
ら
に
よ
る
実
体
の
解
明
が
今
後
の

課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
廃
校
の
時
期
も
不
明
で
あ
る
。
明
治
二
○
年
の

勅
令
で
大
分
鼎
立
医
学
校
等
一
八
の
府
県
立
医
学
校
が
廃
止
さ
れ
る
よ

り
は
前
と
著
者
は
推
測
し
て
い
る
。

校
長
を
勤
め
た
大
江
雲
沢
（
一
両

〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
責
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五

’
七
五
一
’
一
七
八
一
、
平
成
一
四
年
一
二
月
二
六
日
、
Ａ
五
判
、
五

六
六
頁
、
本
体
一
五
○
○
○
円
〕

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

教
頭
の
大
江
春
水
は
「
中
津
バ
ス
タ
ー
ド
辞
書
』
を
作
っ
た
大
江
春

塘
の
孫
で
あ
り
、
病
院
長
の
藤
野
玄
洋
は
洪
庵
や
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
学

び
、
明
治
九
年
県
立
大
分
医
学
校
の
建
言
害
を
提
出
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。著

者
に
よ
れ
ば
、
明
治
期
に
な
っ
て
中
津
の
蘭
学
者
た
ち
に
よ
り
運

営
さ
れ
た
中
津
医
学
校
は
、
前
野
良
沢
に
始
ま
る
中
津
蘭
学
の
伝
統
の

結
果
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
藩
主
奥
平
昌
鹿
、
昌
高
、
九
州

初
の
解
剖
二
八
一
九
）
を
執
刀
し
た
村
上
玄
水
、
長
崎
で
痘
苗
を
入

か
ら
し
ま

手
し
て
中
津
で
接
種
に
成
功
し
た
辛
島
正
応
、
種
痘
普
及
の
医
学
館
設

立
（
一
八
六
一
）
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
に
は
、
手
堅
い
ミ
ヒ
ェ
ル
氏
の
「
ｎ
本
に
関
す
る
観
察
」
や
、

八
木
正
自
氏
の
「
古
書
市
場
に
漂
流
す
る
洋
学
者
の
自
筆
史
料
」
の
よ

う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
論
文
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
は
二
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
、
日
藺
交
流
史

研
究
の
レ
ベ
ル
を
示
す
も
の
と
し
て
江
湖
の
要
望
に
応
え
る
も
の
で
あ

る
。

（
石
脈
力
）


